
　
11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す
。

　
保
護
者
（
親
ま
た
は
親
に
代
わ
る
養
育
者
）
が
子
ど
も
の
心
や
身
体

を
傷
つ
け
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
発
育
や
発
達
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

る
人
権
侵
害
で
あ
る
児
童
虐
待
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
3
年
度
に
全
国
の
児
童
相
談
所

が
児
童
虐
待
の
相
談
と
し
て
対
応
を
し

た
件
数
は
、
20
万
7
6
5
9
件
（
速

報
値
）で
し
た
。
過
去
最
多
を
更
新
し
、

統
計
が
開
始
さ
れ
た
平
成
２
年
度
か
ら

毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。
ふ
じ
み
野
市

を
管
轄
し
て
い
る
川
越
児
童
相
談
所
で

も
、
児
童
虐
待
の
相
談
件
数
は
同
様
に

増
加
し
、
令
和
３
年
度
は
2
7
7
6

件
で
、
令
和
元
年
度
か
ら
約
4
0
0

件
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
心
理
的
虐
待

に
よ
る
相
談
件
数
の
増
加
が
主
な
原
因

で
す
が
、
虐
待
相
談
窓
口
が
周
知
さ
れ

て
き
た
こ
と
も
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
子
育

て
支
援
課
、保
健
セ
ン
タ
ー
、保
育
園
、

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
虐
待
の
早
期
発
見
・
早

期
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
が
虐
待
を
起
こ
す
背
景
と
し

て
は
、次
の
5
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

原
因
は
一
つ
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
重
な
り
、
虐
待
が
引
き
起
こ
さ

れ
ま
す
。

①
保
護
者
が
子
ど
も
時
代
に
大
人

か
ら
愛
情
を
受
け
て
い
な
い

②
保
護
者
の
ス
ト
レ
ス
（
経
済
的

不
安
や
夫
婦
関
係
の
不
和
、
Ｄ

Ｖ
、
育
児
負
担
な
ど
）
が
積
み

重
な
り
危
機
的
な
状
況
に
あ
る

③
家
庭
が
社
会
的
に
孤
立
し
、
支

援
者
が
い
な
い

④
保
護
者
が
病
気
、
障
が
い
、
体

調
不
良
な
ど
に
よ
り
養
育
力
が

低
下
し
て
い
る

⑤
保
護
者
に
と
っ
て
意
に
そ
わ
な

い
子
（
望
ま
ぬ
妊
娠
、
愛
着
形

成
阻
害
、
育
て
に
く
い
子
な
ど
）

で
あ
る

虐
待
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
た
め
に

虐
待
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
た
め
に

増
え
続
け
る
児
童
虐
待

虐
待
が
起
こ
る
背
景

 

子
育
て
支
援
課
（

０
４
９
・
２
６
２
・
９
０
３
４
）
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●身体的虐待
殴る、蹴る、激しく揺さぶる、火傷を負わ
せる、戸外に締め出す　など

●ネグレクト
食事を与えない、家に閉じ込める、車の中
に放置する　など

●性的虐待
子どもへの性的行為、性的行為を見せる、
ポルノグラフィの被写体にする　など

●心理的虐待
「お前はダメな子」などの暴言、子どもの
目の前で家族に対して暴力をふるう　など

何度言っても
言うことを聞かないので、

「しつけ」として
子どもを叩く

（身体的虐待）

子どもの前で
夫婦喧嘩をする

（心理的虐待）

小さな子どもだけで
留守番をさせる

（ネグレクト）

家族などの世話をするために
学校を早退させるなど
子どもの生活に支障がでている

（ヤングケアラー）

※ヤングケアラーとは、本来大人が担うと想定されているよ
うな家事や家族の世話などを日常的に行っている子どもをい
います。ネグレクトや心理的虐待を受けている可能性のある
子どもがいます。

　
虐
待
は
下
図
の
4
つ
に
定
義
さ
れ
、

虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
は
「
落
ち
着
い

て
話
を
聞
け
な
い
」「
約
束
を
守
れ
な

い
」「
感
情
を
う
ま
く
表
せ
な
い
」
な

ど
行
動
問
題
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。
最
新
の
研
究
で
は
、
暴
言
や
暴
力

に
よ
っ
て
脳
が
傷
つ
く
と
い
う
こ
と
も

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
し
つ
け
と
虐
待
は
異
な
り
ま
す
。「
子

ど
も
の
た
め
」と
い
っ
た
つ
も
り
で
も
、

子
ど
も
が
耐
え
難
い
苦
痛
を
感
じ
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
発
育
・
発
達
が
阻
害

さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
虐
待
で
す
。
児
童

虐
待
で
あ
る
か
は
、
保
護
者
の
立
場
で

は
な
く
、
子
ど
も
の
立
場
で
判
断
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

虐
待
に
よ
る
影
響

身近に起こりやすい 児童虐待

児
童
虐
待
の
定
義

虐待をしない、
させないために
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保護者の役割
地域住民の役割
育ち学ぶ施設の役割
事業者の役割

　
子
育
て
は
、
と
て
も
大
変
な
こ
と
で

す
。
故
意
に
子
ど
も
を
叩
い
た
り
、
怒

鳴
っ
た
り
す
る
保
護
者
は
い
ま
せ
ん
。

子
育
て
の
大
変
さ
を
一
人
で
抱
え
る
の

で
は
な
く
、
少
し
で
も
困
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば
、
家
庭
児
童
相
談
室
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
困
っ
て
か
ら
相
談
し
よ
う

と
思
っ
て
も
、
そ
の
気
力
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
や
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
足
を
運
ぶ
な
ど
普
段
か
ら
相
談
や
お

話
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
な
ど
を
相
談

す
る
こ
と
で
少
し
で
も
気
持
ち
が
す
っ

き
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
18
歳
未

満
の
子
ど
も
を
対
象
に
発
達
・
言
葉

の
遅
れ
、
学
校
の
友
人
関
係
な
ど
の

子
ど
も
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
心
配

事
や
悩
み
、
家
庭
環
境
の
相
談
を
受

け
、
一
緒
に
解
決
方
法
を
考
え
、
よ

り
そ
い
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
や
援
助
を

し
て
い
ま
す
。

　
児
童
発
育
・
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

や
医
療
機
関
、
学
校
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
心
理
的
ケ
ア
が
必
要

な
保
護
者
や
不
登
校
の
子
ど
も
、
子

ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

う
ま
く
と
れ
な
い
人
な
ど
幅
広
く
相

談
を
受
け
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　
家
庭
の
中
に
緊
張
感
が
あ
る
た
め

子
ど
も
が
家
で
安
ら
げ
な
い
、
そ
れ

が
原
因
で
落
ち
着
き
が
な
い
な
ど
の

家
庭
や
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
の
背

景
は
、
一
度
の
相
談
で
は
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
相
談
を
進
め

て
い
く
こ
と
で
、
保
護
者
自
身
も
気

相
談
は
関
係
づ
く
り

付
き
が
あ
っ
た
り
、
気
持
ち
の
整
理

が
で
き
た
り
し
ま
す
。
い
つ
で
も
気

軽
に
相
談
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
信

頼
関
係
を
つ
く
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　
感
情
的
に
叱
る
と
い
っ
た
こ
と
か

ら
始
ま
る
虐
待
を
防
ぐ
に
は
、
虐
待

と
し
つ
け
の
違
い
や
虐
待
の
影
響
を

知
る
こ
と
、
保
護
者
の
ス
ト
レ
ス
解

消
な
ど
が
必
要
で
す
。
叱
り
方
や
虐

待
の
脳
へ
の
影
響
な
ど
を
知
ら
ず

に
、
虐
待
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
親
も
子
ど
も
と
一
緒
に
成
長
し
、

学
ん
で
い
く
も
の
で
す
。
市
が
実
施

す
る
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
す
る
と
、
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方

や
ス
ト
レ
ス
軽
減
方
法
な
ど
を
学
べ

ま
す
。

　
育
児
は
、
ゴ
ー
ル
が
見
え
な
い
マ

ラ
ソ
ン
み
た
い
な
も
の
で
、
自
分
な

子
ど
も
と
一
緒
に
成
長

ご
相
談
く
だ
さ
い

り
の
走
り
方
や
向
き
合
い
方
を
見
つ

け
、
困
っ
た
と
き
は
、
水
分
補
給
や

休
憩
と
し
て
家
庭
児
童
相
談
室
な
ど

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
た
ち
の
問
題
解
決
の
た
め
に
相
談
や
支
援
を
行
う

家
庭
児
童
相
談
員
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

熊木 しづ子熊木 しづ子さんさん
（家庭児童相談員）（家庭児童相談員）

不
安
や
悩
み
を
相
談

　電話か面接（要予約）で相談ください。
所在地　福岡 1・1・1（市役所本庁舎 2階）
相談時間　平日午前 9時～正午、午後 1時
～ 5時（受付は午後 4時まで）

　 049・262・9034
　 jido@city.fujimino.saitama.jp

家庭児童相談室（子育て支援課内）
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「虐待かも」と思ったら ―

その他の通報・相談窓口（緊急の場合は迷わず 110番）
相談機関 電話番号 受付時間

川越児童相談所 049・223・4152 月～金曜日 午前 8 時 30 分～午後 6 時 15 分
（祝日・年末年始を除く）

県虐待通報ダイヤル #7171（048・762・7533） 24 時間対応
市子ども家庭総合支援拠点

（子育て支援課内）
049・262・9034 月～金曜日 午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

（祝日・年末年始を除く）

体罰などによらない子育てのポイント

①子どもの気持ちや考えに耳を傾けましょう。
　�　相手に自分の気持ちや考えを受け止めてもらえたという体験が大切です。「言うこと
を聞かない」にもいろいろあります。

②成長に応じたケアを考え対応しましょう。
　　�子どもの成長は十人十色です。
　　子どもの年齢、成長・発達の状況によって、できることとできないことがあります。

③状況に応じて、身の周りの環境を整えてみましょう。
　��　子どもの触れられる場所に危ないものを置かないように気を付けるなど、叱らない環
境づくりを心がけましょう。

④注意の方向を変え、やる気に働きかけてみましょう。
　�　子どもは、すぐに気持ちを切り替えられません。時間を置いたり、場面を切り替えた
りしましょう。

⑤肯定文で、具体的に、穏やかに、より近づいて伝えましょう。
　�　子どもに伝わりやすくなり、一緒に行うことでやり方を示したり教えたりできます。

⑥良いこと、できていることを具体的に褒めましょう。
　�　子どもの良い態度や行動を褒めることで子どもの自己肯定感を
育みます。

子どもを守るためには早期発見が必要です。
一人で「児童虐待かもしれない」といった不安を抱えずに、ご連絡ください。
匿名でも構いません。秘密は守られます。

全国共通ダイヤル
（お近くの児童相談所につながります）

24時間対応
年中無休

いち はや く

1 8 9TEL
※通話料無料。

虐待をしない、
させないために
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